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〔 目的 〕 前 報 で は 生 卵 黄 の 固 定 法 を 検討し 、 液体 窒 素凍 結 割断 後 ただ ち に固 定 液に 浸 潰す

る 方 法 を確 立 し 、 微細 構 造 を 観 察 し た。 本 報 告で は 前述 の 方 法で 観察 し た 結果 、新 た に 得

ら れ た 結果 を 報 告 する 。

〔 方 法] 同 一 条 件 で 飼 育 さ れ た 日 齢　335,349  0 の シ ェ ーバ ー種 の 産下 直 後 の鶏 卵 を、20 ±1

℃ の 恒 温室 に貯 蔵 し 、 経 時 的 に 試 料 を採 取 し た。 卵 黄は 割 卵 後、 卵 黄分 離 器で 取り 出し 、

液 体 窒 素で 凍結 割 断 し 、 た だ ち に 固 定を 行 なっ た 。固 定 は、 パラ ホル ム アル デヒ ド ・ グル

タ ー ル アル デ ヒ ド 混合 液 を 使 用 し 、1  % オ ス ミ ウム 酸で 後 固 定を 行な っ た。 常 法 に 従っ て

電 子 顕 微鏡 試料 に し た 。 走 査 型 電 顕 は 日立S   - 4000, 透 過 型 電顕 はＨ Ｕ －１２Ａ を 用い た 。

〔 結 果 〕 卵 黄周 囲 膜 の組 織構 造 は 外 層 と内 層 が観 察 さ れ、 内 層に 接し て 中 間に 存 在 する 連

続 層 が観 察 さ れた 。 卵 黄 の最 外 層 に は 未発 達 な卵 黄 球 が みら れた 。こ の 部 分に は膜 構 造 や

3－5ミ クロ ン の球 状 の 脂肪 が 多 く みら れた 。 また 、 分散 し た 蛋白 性 物質 も みら れ た。 こ の

部 分 に 接し た 外側 の卵 黄 球 は 、 直 径8-12 ミ ク ロ ン 程 度で 内 側の 卵 黄球 に 比ぺ て 小さ い。

卵 黄 内 側 の卵 黄 球 の内 部 に は 電 子 密 度 の高 い0.  25－1.75 ミ ク ロ ン 程 度 の大 小の 蛋 白性 小 穎

粒 が みら れ た。 卵 黄球 が 分離 す る 部 位 や卵 黄 球 の多 面 体の 頂点 の 部 分 及び 卵黄 球 間 には 、

電 子 密 度 の 中程 度 の脂 肪 滴 が 観 察 さ れ た。 貯 蔵し た 卵 では 、 卵黄 球 の基 質 や間 隙 には 電 子

密 度 の･一低 い 糖 質を 含 むと 考 え ら れる 楕 円球 状 の物 質 が 観察 さ れた 。S    E M に よ る 観 察で は

貯 蔵し た卵 の卵 黄 球 の表 面 に 、T    E M で み ら れた と 同 様の 楕 円球 状 の物 質 が付 着し て い る

の が 確認 さ れた 。
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のリモノイド代謝の季節的変動
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目的　リモノイドは葉・茎で合成され、果実、種子へ転流すると報告されているが各部位

における存在形態は明らかではない 。リモノイド の転流および代謝経路を明らかにするこ

とにより摘果以前に苦みの生成を防ぐことも可能と考え、本研究を行った。

方法　試料はバンペイユ。河内ハンガン。川野ナツダイダイ、ワシントンネーブル、マー

コット 、キヨミおよびユズの７種類を用いた。試料の茎、葉。果皮。種子の部位別にリモ

ノイド量の季節的変動を検討した。茎および種子はフッカーミクロトームで厚さ2 4ぷの切

片を作成し、光学顕微鏡ニコンB i ophotoで観察した. さらに各部位のリモノイド をメタノ

ールおよび塩化メチレンで抽出し、H  P L C およびＨＰＴＬＣにより分析を行った。

結果　顕微鏡観察の結果。バンペイユ茎の皮層細胞の周辺に不定形の暗色の物質がみられ

た、さらに種子の内種皮に不定形の黒色結晶が認められ、定性反応によりこれらの結晶は

リモノイドと推定された 。各部位のリモノイドを測定した結果、葉では４月にオバクノン

リモニンが顕著であったが９月ではほとんど認められず, ノミリンは９月までは増加し 、

以後減少した。茎では各々葉に比べ２か月後にピークがみられ、葉から茎へのリモノイド

の転流が推定された。果皮中のリモノイド量は６月にピークを示し成熟につれ滅少した。

種子の外種皮では９月にオバクノンがピ ークを示し以後減少したのに対し、子葉では同時

期にリモニンが増加した。バンペイユ。河内ハンガンおよび川野ナツダイダイの中晩柑類

のリモノイド量は葉および茎で類似した変動を示した。これよりリモノイドの分布とカン

キツ品種の間に関連があることが示唆された。


